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議事次第 

１．奈良県挨拶 

２．令和 5年度 生物多様性なら戦略 第 3回改定委員会 出席報告 

３．次期生物多様性なら戦略本文案について 

４．その他連絡事項 

 

 

  



１．本会議の成立について 

項目 概要 

本会議の成立 ・専門員 7名全員の出席があったため、奈良

県希少野生動植物保護専門員会議運営要

領第 4条第 2項の規定により、本日の会議

は成立した。 

 

２．第 2回改定委員会後の修正箇所の説明 

項目 概要 

 

第 2 回改定委員会での意見を踏まえた修

正箇所の説明等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【修正箇所・内容】 

・P51、53～55にかけて、各施設や団体から

写真と紹介文をいただき、挿入した。橿原

市昆虫館については、現在、紹介文と写真

の提供を依頼している。 

・P18からの生きものの紹介につきまして、

先生方のご協力をいただき、すべてを埋め

た。ニホンジカについては、前田先生から

のご意見もあり、削除した。 

・P70、71の農業における取組、林業におけ

る取組、水産業における取組について、関

係部署の担当者の意見を入れて修正した。 

環境省の生物多様性地域戦略策定支援事

業でアドバイスを受けての修正箇所の説

明 

・P14 の題名、「本県の風土や美しい景観を

作り出してきた生物多様性」の後ろ部分を

「生物多様性と文化」に変更した。環境省

から、記載内容に文化的な内容をすでに含

んでおり、新たな項目を追加するのではな

く、そのことがわかるように題名に追記し

てはどうかという提案があり、検討しその

文言を追加した。 

・P49の図を変更。もともと三つの丸の真ん

中に生物多様性なら戦略と記載していた

が、三つの目標にまたがる統合的な目標も

あるということで、真ん中の丸にそのこと

を記載し、1、2、3にまたがる統合的な取

り組みという記載を追加した。そして、生

物多様性なら戦略という文言を図の一番



上に配置した。 

・保全再生の担い手育成について、別に項目

立てした方がいいのではないかという意

見があり、P49の図の 2番の生物多様性の

保全と再生という項目に、4 番として生物

多様性保全・再生の担い手育成を加えた。

これに伴い、前回はコラム形式で記載して

いた担い手育成の文章を、P68 に、4 番、

生物多様性保全・再生の担い手育成という

記載に変更した。 

・行動計画に関して、特に重点的に取り組む

目標について★印をつけたうえで、P80の

行動計画の点検評価などの部分に主要評

価項目の設定いう項目を設けて★印を付

けたものは再掲する、という提案があった

ため、重点取組を課の方で選定し、再掲し

た。 

・重点取組目標ごとに評価しやすい指標を設

けることによって、進捗の確認がしやすく

なるというアドバイスから、各★ごとに主

要評価項目を設定した。 

・なら戦略の全体像となる体系図を示すべき

だと指摘があり、環境省の委託業者の図案

を巻末資料に添付した。 

 

３．本文案に対する意見・修正案 

項目 概要 

・文体、用語等の統一について ・「及び」は「および」に統一すること。 

・写真の説明は右下記載に統一すること。 

・執筆者名は本文中から削除し、誰がどの部

分を執筆担当したのかをリストに整理し

て示すこと。 

・動物の場合は「生息」、植物の場合は「生育」、

動植物の場合は「生息・生育」としている

が、動植物については「生息」でいいので

はないか。 



・写真の説明の文字サイズを本文よりも小さ

くして統一すること。 

・2ページ ・種の多様性について、「様々な種が参加して

おり」等の文章では、「参加」ではなく「構

成」という言葉を用いて「生態系の様々な

種から構成されており、それぞれの種が生

態系を支えている」等にした方が良い。 

・鳥・アザミ・キノコの写真にはそれぞれ消

費者・生産者・分解者というキャプション

を入れ、順番は生産者→消費者→分解者、

としてはどうか。 

・8ページ ・7 行目のクビアカツヤカミキリによる「サ

クラの枯死」は、サクラに限定されるので、

「サクラやモモなど」のように変えてはど

うか。 

・12ページ ・下から 7行目の南部吉野山地は紀伊山地に

修正すること。 

・13ページ ・「他の地域では見られない珍しい現象があ

ります」は生物分布について言うのであれ

ばあまり使わない表現である。 

・高標高地域や低標高地域などは、もっと平

易な言葉にした方が良い。 

・また、この部分を「紀伊半島してる」につ

いて書いているのであれば内容がおかし

い。 

 （井上先生が文章を書き直して県へ送って

くださる） 

・里地里山の生態系の説明文について、「柴刈

りや炭焼きをする」というのは現在では行

われておらず、キノコ採りも一般的ではな

いと考えられる。また、「集落近くの山林な

どがあるところ」とあるが、山林だけでな

く原野的なもの（ススキ草原等）も入ると

考えられるため、文章を事務局にて文章を

再考すること。 

・16ページ ・ヒメビシ、淡水カイメンの順なので、生育・



生息とした方がいいのではないか。 

・ホソバニガナを削除した方が良い。 

・17ページ ・P17、「奈良の春日の森」は「奈良市の春日

山」あるいは「春日山原始林」でいいので

はないか。 

・「垂直分布が日本の他の地域と大きく違っ

ている」は言い過ぎではないか。 

・「植物相や昆虫相の組成が複雑」や「かけ離

れた地域と共通した動植物が出現する」と

いうのは、例えば植物であれば遺存植物の

ことを指していると思われるが、「紀伊半

島で発達分化した動植物」というのは、紀

伊半島で独自の文化を遂げたような言い

方になっており、おかしい。 

・18ページから ・「奈良の生きものたち」における種の取り上

げ方について、植物と動物に分けるのか、

もっと細かい分類群に分けるのか、順番は

どうするのか等、事務局で再検討していた

だきたい。 

・ツキノワグマの種の概要の 1行目「前身」

を「全身」に修正すること。 

・コマドリの説明の下から 3行目「おなかは

白い」を「おなかは白色」に修正すること。 

・20ページ ・ニホンイシガメの種の概要の 3 行目、「中

上流域」を「中流域から上流域」に修正す

る。 

・27ページ ・キリノミタケの種の概要の 4 行目、「子実

体」を「キノコ（子実体）」に修正すること。 

・31ページ ・8 行目、鳥獣被害は農作物被害だけでなく

人的被害もあると思う。「これら野生動植

物の増加によってマダニやヤマビル等が

増加して人的被害も出ている」というよう

な一文を加えたらどうか。 

 （ワンヘルス・アプローチの考え方） 

・32ページ ・ナラ枯れのコラムに常緑ガシの被害も付け

加えたらどうか。 



・33ページ ・放棄されている畑や水田を貸農園として活

用することを追加してはどうか。 

 （行動計画へ記載を検討する） 

・37ページ ・第 3の外来種としてナガミヒナゲシは適切

でないので、写真を削除する。 

・第 3の外来種の説明を「第 3の外来種とは

人間が手を加えて栽培鑑賞用に品種改良

した生きものが野外に流出し、定着したも

ののことです」等に修正する。 

・第 3の外来種の事例としてはヒメダカが最

適ではないか（コイでも良いが）。市民が買

ってきたものを飼いきれなくなって放す、

良かれと思って放すことが良くない、とい

うことが分かる書き方にするのはどうか。 

・その他の外来種の事例としてキウイフルー

ツを挙げていたが、県民に対するインパク

トがない上、品種改良されているし、写真

もない。代わりに（アサザ、アオモジ、ソ

ウシチョウ等も候補に挙がったが）ヌート

リアを検討してはどうか（農業被害、水辺

の生物多様性への影響、県の防除実施計画

樹立等から）。 

・38ページ ・下から 3行目「特定希少野生動植物につい

て及び、」は「特定希少野生動植物につい

て、および、」とする。 

・46、47ページ ・基本方針と目標のタイトルを、環境省の委

託業者が作成した体系図の基本方針のタ

イトルと合わせる。（3）は「人と自然のつ

ながりの輪の重視」などにする。目次も同

様とする。 

・41ページ ・下から 7行目、「岩れき」を「岩礫」に修正

すること。 

・下から 2行目「生育は極めて限定されてお

り、生育地は石灰岩の」を「生育環境は極

めて限定されており、石灰岩の」にした方

が良い。 



・42ページ ・保全の取組で団体名が出ているところと出

ていないところがあるので、統一するこ

と。 

・44ページ ・コサナエの説明文の「初期成虫時期、成虫

後期時期」を「成虫初期、成虫後期」に修

正すること。 

・45ページ ・県が主体となっている保全の取組のことを

言うのであれば、キレンゲショウマの「ま

たいずれかの時代にかシカの影響がおよ

ばなくなるときまで登山を続けて取り組

んでいきたいと願っています」はおかし

い。地元の方に保護活動を頑張ってもらう

のであればそういう書き方、県が主体とな

って取り組んでいるならそういう書き方

に統一すること。 

・ヒメイノモトソウの「被害」というのは、

シダ植物愛好家が採りに来る可能性もあ

るが、環境変化が個体数の減少に影響した

と考えている。モニタリングをしているな

らば、「個体数調査を実施し、個体数の確認

を定期的に行っている」等に表現を変えた

方がよい。 

・47ページ ・２．目標の 2行目「次の 3つの目標を掲げ

ます」と、その下の図に「～豊かな自然を

未来の子どもたちへ伝えるための3つの使

命～」とあり、どちらかに統一した方が良

い。または、「～豊かな」の文章は要らない

のではないか。 

・67ページ ・写真の下の説明は、クビアカツヤカミキリ

はうどん状のフラスを出すのが特徴なの

で、「うどん状のフラスが吹き出し、根元に

溜まっている」とした方が良い。 

・75、76ページ ・県民に求められる役割について、子どもた

ちに生物多様性を残していくスタイルは

大事だが、次世代にその大切さを知っても

らうために、子どもたちや若者を巻き込ん



で行動していけるように、5 つのアクショ

ンの文章に「子どもたちと一緒に」や「若

者に参加を求めましょう」というような言

葉を入れてはどうか。 

 

３．その他 

・生物多様性なら戦略改定までの今後の

スケジュールについて 

・本日いただいた意見を元に、最終調整した

案について、先生方にメールで確認してい

ただく。 

・1/31：奈良県自然環境保全審議会において    

生物多様性なら戦略改定の進捗を

報告。 

 2 月：県庁内関係各課や関係機関に意見照

会。 

    内容修正等ある場合は、先生方に電

話やメールにて意見を伺う。 

令和 6年度：パブリックコメントの実施お

よび奈良県自然環境保全審

議会への本文案の諮問、戦略

の公表（年末から年明けの見

込み） 

 


